
　　
浦
部
牧
場
の
飼
養
頭
数
は
約
2
2
5
頭
（
経

産
牛
約
1
3
0
頭
、
初
妊
・
育
成
牛
約
95
頭
）

で
、
年
間
出
荷
乳
量
は
1
1
6
6
t
。
牧
場

の
総
農
地
面
積
は
1
7
5
ha
で
、
広
大
な
牧

草
地
の
管
理
を
含
め
て
、
代
表
の
浦
部
雄
一

さ
ん
（
45
）
を
中
心
に
妻
・
真
理
子
さ
ん
、
父
・

戸
良
夫
さ
ん
、
母
・
多
恵
子
さ
ん
、
従
業
員

2
人
の
6
人
で
経
営
す
る
。

　
放
牧
を
活
用
す
る
酪
農
家
は
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
管
内
に
も
多
く
い
る
が
、
頭
数
が
増
え

る
と
、放
牧
地
の
確
保
や
管
理
、牧
柵
の
整
備
、

牛
の
移
動
な
ど
の
労
働
負
担
が
増
え
る
た
め
、

搾
乳
牛
が
80
頭
を
超
す
と
通
年
舎
飼
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
多
い
。
浦
部
牧
場
が
保
有
し

て
い
る
草
地
は
河
川
に
近
い
湿
地
が
多
く
、

積
極
的
に
草
地
更
新
を
行
っ
て
も
台
風
等
で

頻
繁
に
冠
水
し
、
翌
年
に
は
雑
草
が
繁
茂
し

て
し
ま
う
た
め
、
植
生
の
維
持
が
非
常
に
難

し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
泥
濘
化

に
よ
り
収
穫
作
業
機
械
が
圃
場
に
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
収
穫
作
業
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

条
件
不
利
地
に
対
し
、
機
械
作
業
が
困
難
な

圃
場
は
放
牧
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
有

持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
旧
搾
乳
牛
舎
は
乾
乳
舎
と
し
て
利
用
し
て

い
た
が
、
17
年
3
月
に
積
雪
の
た
め
全
壊
し

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
J
A
担
当
者
と
先

進
的
な
牧
場
を
視
察
し
、
19
年
2
月
に
フ
リ
ー

バ
ー
ン
方
式
の
乾
乳
舎
を
新
設
。
哺
育
牛
も

飼
養
で
き
る
よ
う
別
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
。

換
気
扇
か
ら
外
気
を
導
入
し
、
チ
ュ
ー
ブ
状

の
排
気
ダ
ク
ト
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入

れ
る
陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
呼
吸
器
系
の
疾
患
に
か
か
る
こ
と
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
J
A
預
託
セ
ン
タ
ー
へ
預

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
浦
部
牧
場
で
は
約
1
1
0
ha
分
の
牧
草
収

穫
作
業
を
地
域
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
委
託
。

他
に
も
、Ｊ
Ａ
預
託
事
業
や
町
営
育
成
牧
場
を

活
用
し
た
哺
育
育
成
牛
の
管
理
外
部
化
な
ど
、

一
部
作
業
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
で
労
働

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
家
族
の
労
働
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
作
業
や
時
間
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
実
践

し
て
い
る
。

　
搾
乳
牛
舎
の
新
設
に
あ
わ
せ
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
も
導
入
し
た
。
搾
乳
牛
に
は
万
歩
計
を
装

　
浦
部
牧
場
は
1
9
4
0
年
に
祖
父
が
今
と

は
別
の
場
所
に
入
植
し
、
70
年
に
父
が
後
を

継
い
だ
。
75
年
に
80
床
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
を
新
設
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
現
在
地

に
移
転
。
60 

ha
の
農
地
を
借
用
（
後
に
購
入
）

し
た
ほ
か
、
離
農
農
地
も
30 

ha
ほ
ど
取
得
し

規
模
を
拡
大
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
、
電
気
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
に
就
農
。Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
が
後

継
者
向
け
に
設
け
た
「
吾
久
里
塾
」
や
そ
こ

で
知
り
合
っ
た
同
年
代
の
酪
農
後
継
者
ら
か

ら
酪
農
を
学
ん
だ
。

　
12
年
頃
に
は
搾
乳
頭
数
が
1
0
0
頭
を
超

え
、
生
乳
出
荷
量
は
年
約
8
2
0
t
ま
で
増

産
し
た
。
し
か
し
、
施
設
容
量
以
上
の
飼
養

密
度
と
な
り
、
乳
房
炎
の
増
加
や
蹄
病
の
発

症
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年

に
木
造
の
1
3
0
床
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

（
搾
乳
舎
）
を
新
設
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
「
木

造
牛
舎
は
断
熱
効
果
と
保
温
、
湿
度
の
調
整

機
能
に
優
れ
て
い
て
、
快
適
な
牛
舎
環
境
が

確
保
さ
れ
る
と
聞
い
た
た
め
に
導
入
し
た
」

と
い
う
。
結
露
が
な
く
、
冬
は
暖
か
く
て
糞

や
水
槽
の
水
が
凍
ら
な
い
。
乳
牛
の
体
調
維

着
し
繁
殖
管
理
精
度
を
向
上
。
さ
ら
に
、
牛

群
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
勘
や
経
験
に
頼
っ

て
い
た
管
理
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
繁
殖
に
関
す
る
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
。

「
発
情
予
定
日
」「
授
精
対
象
牛
」
な
ど
、
観

察
が
必
要
な
牛
の
耳
票
4
桁
を
搾
乳
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
搾

乳
中
に
見
え
る
位
置
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
記
載
し
て
情
報
の
共
有
と
見
え
る
化
を

図
っ
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
観
察
が
必
要

な
牛
を
明
確
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
発
情
発

見
率
や
繁
殖
成
績
の
向
上
が
図
れ
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
や
除
糞
ス
ク

レ
イ
パ
ー
も
活
用
。
そ
れ
ま
で
は
餌
押
し
が

1
日
5
回
、
除
糞
作
業
は
1
日
2
回
実
施
し
、

作
業
時
間
は
1
時
間
〜
1
時
間
30
分
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
。
導
入
後
は
作
業
時
間
が
削
減

さ
れ
、
個
体
管
理
に
あ
て
る
時
間
が
増
え
、

繁
殖
管
理
の
精
度
向
上
や
疾
病
の
早
期
発
見

が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
個
体

乳
量
は
就
農
当
時
（
05
年
）
の
6
2
0
0
㎏

か
ら
、
22
年
に
は
9
2
5
0
㎏
と
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
。

　
浦
部
牧
場
で
は
25
年
の
年
間
個
体
乳
量
目

給
飼
料
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
購
入
飼

料
の
使
用
量
を
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
の
低
減

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

効
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
放
牧
は
5
月
中
旬
〜
10
月
下
旬
ま
で
。
搾

乳
後
の
午
前
7
時
半
頃
〜
午
後
3
時
ま
で
実

施
。
放
牧
地
は
日
ご
と
に
変
更
し
て
、
草
丈

が
短
い
う
ち
に
採
食
さ
せ
る
こ
と
で
栄
養
価

や
嗜
好
性
の
向
上
を
図
り
、
自
給
飼
料
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

放
牧
に
よ
り
草
や
土
な
ど
や
わ
ら
か
い
地
面

に
接
す
る
時
間
が
長
く
、
横
臥
も
自
由
に
で

き
る
環
境
の
た
め
、
蹄
の
負
担
軽
減
や
血
流

量
の
増
加
に
寄
与
し
、
蹄
病
の
低
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
放
牧
の
実
践
に
加
え
て
牛

舎
内
の
環
境
向
上
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、

2
0
2
1
年
12
月
時
点
の
平
均
産
次
数
は
2
・

9
産
と
全
道
平
均
（
2
.
4
産
）
よ
り
高
い
数

字
を
実
現
。
5
産
以
上
の
割
合
も
19
％
と
全

道
平
均
（
10
%
）
よ
り
高
く
、
長
命
連
産
の

牛
群
と
な
っ
て
い
る
。

　
配
合
飼
料
な
ど
購
入
飼
料
費
が
高
騰
す
る

中
、
粗
飼
料
は
全
量
自
家
産
で
、
飼
料
費
を

低
減
。
濃
厚
飼
料
は
ホ
ク
レ
ン
の
配
合
飼
料

と
道
産
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な
ど
を
購
入
し
て
、Ｔ

Ｍ
Ｒ（
完
全
混
合
飼
料
）
と
し
て
牛
に
与
え
て

い
る
。
J
A
や
ホ
ク
レ
ン
担
当
者
と
と
も
に

牛
群
観
察
を
行
い
、
給
与
頭
数
に
見
合
っ
た

採
食
量
に
な
っ
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
個
体
乳
量
や
乳
成
分
を
確
認
し
て
設
計

内
容
を
調
整
し
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
自

北海道別海町にある浦部牧場は、放牧とフリーストール牛舎を組み合わせた飼養管理で、

年間個体乳量約9000㎏の成績を実現している。保有する草地は河川に近い湿地帯が多く

採草地としては不利であるものの、草地管理の工夫、データやICT機器を活用した効率化・省力化を進め、

労働時間を減らし、ゆとりある酪農経営を実現している。

ゆとりある酪農経営の実現へ
放牧 フリーストール牛舎と で浦部牧場

一生懸命

北海道別海町

浦部雄一
さん（中央

）と

妻・真理子
さん（左か

ら2人目）
ら

家族と従
業員

万歩計を導入

住所：北海道野付郡別海町
作業従事者：6人
飼養頭数：225頭（経産牛130頭、
　　　　 初妊・育成牛95頭）
農地面積：175ha

浦部牧場

条
件
不
利
地
を
放
牧
に
活
用

長
命
連
産
も
実
現

広大な放牧地、採草地を有する浦部牧場

30haで毎日場所を変えて放牧

標
を
1
万
㎏
に
し
て
い
る
。
重
点
と
し
て
い

る
の
が
①
放
牧
酪
農
の
継
続
（
牛
の
健
康
増

進
・
長
命
連
産
の
実
現
な
ど
）②
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
の
重
視
（
快
適
性
に
配
慮
し
た
家

畜
の
飼
養
管
理
）
だ
。
こ
の
2
点
を
飼
養
管

理
の
基
本
と
し
て
初
産
牛
の
能
力
向
上
を
図

る
。

　
雄
一
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
40
回
全

農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
そ
の
際
「
現
在
の
北
海
道
の
酪
農

情
勢
は
、
生
乳
出
荷
抑
制
を
は
じ
め
、
配
合

飼
料
や
肥
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
個
体

販
売
価
格
の
下
落
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
る
」
と
現
状
を
分
析
。
し
か

し
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
情

勢
で
も
牛
を
健
康
に
飼
う
と
い
う
酪
農
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
。
放
牧
を
中
心
と
し
た
牛

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
一
番
に
考
え
た
長
命

連
産
の
経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

10
年
後
も
自
然
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
か
っ
て

家
族
や
地
域
の
仲
間
、Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
な

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
発
表
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は

揺
る
が
ず
、
家
族
と
も
共
有
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
酪
農
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
、
家

族
や
仲
間
と
と
も
に
日
々
挑
戦
を
続
け
て
い

く
覚
悟
だ
。

放牧地は毎日変更する

お
う 

が
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浦
部
牧
場
の
飼
養
頭
数
は
約
2
2
5
頭
（
経

産
牛
約
1
3
0
頭
、
初
妊
・
育
成
牛
約
95
頭
）

で
、
年
間
出
荷
乳
量
は
1
1
6
6
t
。
牧
場

の
総
農
地
面
積
は
1
7
5
ha
で
、
広
大
な
牧

草
地
の
管
理
を
含
め
て
、
代
表
の
浦
部
雄
一

さ
ん
（
45
）
を
中
心
に
妻
・
真
理
子
さ
ん
、
父
・

戸
良
夫
さ
ん
、
母
・
多
恵
子
さ
ん
、
従
業
員

2
人
の
6
人
で
経
営
す
る
。

　
放
牧
を
活
用
す
る
酪
農
家
は
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
管
内
に
も
多
く
い
る
が
、
頭
数
が
増
え

る
と
、放
牧
地
の
確
保
や
管
理
、牧
柵
の
整
備
、

牛
の
移
動
な
ど
の
労
働
負
担
が
増
え
る
た
め
、

搾
乳
牛
が
80
頭
を
超
す
と
通
年
舎
飼
に
切
り

替
え
る
こ
と
が
多
い
。
浦
部
牧
場
が
保
有
し

て
い
る
草
地
は
河
川
に
近
い
湿
地
が
多
く
、

積
極
的
に
草
地
更
新
を
行
っ
て
も
台
風
等
で

頻
繁
に
冠
水
し
、
翌
年
に
は
雑
草
が
繁
茂
し

て
し
ま
う
た
め
、
植
生
の
維
持
が
非
常
に
難

し
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
泥
濘
化

に
よ
り
収
穫
作
業
機
械
が
圃
場
に
入
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
収
穫
作
業
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

条
件
不
利
地
に
対
し
、
機
械
作
業
が
困
難
な

圃
場
は
放
牧
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
有

持
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
旧
搾
乳
牛
舎
は
乾
乳
舎
と
し
て
利
用
し
て

い
た
が
、
17
年
3
月
に
積
雪
の
た
め
全
壊
し

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
J
A
担
当
者
と
先

進
的
な
牧
場
を
視
察
し
、
19
年
2
月
に
フ
リ
ー

バ
ー
ン
方
式
の
乾
乳
舎
を
新
設
。
哺
育
牛
も

飼
養
で
き
る
よ
う
別
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
た
。

換
気
扇
か
ら
外
気
を
導
入
し
、
チ
ュ
ー
ブ
状

の
排
気
ダ
ク
ト
か
ら
新
鮮
な
空
気
を
取
り
入

れ
る
陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
呼
吸
器
系
の
疾
患
に
か
か
る
こ
と
な

く
、
ス
ム
ー
ズ
に
J
A
預
託
セ
ン
タ
ー
へ
預

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
浦
部
牧
場
で
は
約
1
1
0
ha
分
の
牧
草
収

穫
作
業
を
地
域
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
委
託
。

他
に
も
、Ｊ
Ａ
預
託
事
業
や
町
営
育
成
牧
場
を

活
用
し
た
哺
育
育
成
牛
の
管
理
外
部
化
な
ど
、

一
部
作
業
を
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
で
労
働

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
家
族
の
労
働
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
作
業
や
時
間
に
ゆ
と

り
が
生
ま
れ
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
実
践

し
て
い
る
。

　
搾
乳
牛
舎
の
新
設
に
あ
わ
せ
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
も
導
入
し
た
。
搾
乳
牛
に
は
万
歩
計
を
装

　
浦
部
牧
場
は
1
9
4
0
年
に
祖
父
が
今
と

は
別
の
場
所
に
入
植
し
、
70
年
に
父
が
後
を

継
い
だ
。
75
年
に
80
床
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
を
新
設
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
現
在
地

に
移
転
。
60 

ha
の
農
地
を
借
用
（
後
に
購
入
）

し
た
ほ
か
、
離
農
農
地
も
30 

ha
ほ
ど
取
得
し

規
模
を
拡
大
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
、
電
気
関
係
の
会
社
で
働
い
て
い
た
が
、

2
0
0
5
年
に
就
農
。Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
が
後

継
者
向
け
に
設
け
た
「
吾
久
里
塾
」
や
そ
こ

で
知
り
合
っ
た
同
年
代
の
酪
農
後
継
者
ら
か

ら
酪
農
を
学
ん
だ
。

　
12
年
頃
に
は
搾
乳
頭
数
が
1
0
0
頭
を
超

え
、
生
乳
出
荷
量
は
年
約
8
2
0
t
ま
で
増

産
し
た
。
し
か
し
、
施
設
容
量
以
上
の
飼
養

密
度
と
な
り
、
乳
房
炎
の
増
加
や
蹄
病
の
発

症
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
13
年

に
木
造
の
1
3
0
床
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

（
搾
乳
舎
）
を
新
設
し
た
。
雄
一
さ
ん
は
「
木

造
牛
舎
は
断
熱
効
果
と
保
温
、
湿
度
の
調
整

機
能
に
優
れ
て
い
て
、
快
適
な
牛
舎
環
境
が

確
保
さ
れ
る
と
聞
い
た
た
め
に
導
入
し
た
」

と
い
う
。
結
露
が
な
く
、
冬
は
暖
か
く
て
糞

や
水
槽
の
水
が
凍
ら
な
い
。
乳
牛
の
体
調
維

着
し
繁
殖
管
理
精
度
を
向
上
。
さ
ら
に
、
牛

群
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
勘
や
経
験
に
頼
っ

て
い
た
管
理
か
ら
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
繁
殖
に
関
す
る
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
。

「
発
情
予
定
日
」「
授
精
対
象
牛
」
な
ど
、
観

察
が
必
要
な
牛
の
耳
票
4
桁
を
搾
乳
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
搾

乳
中
に
見
え
る
位
置
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
記
載
し
て
情
報
の
共
有
と
見
え
る
化
を

図
っ
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
観
察
が
必
要

な
牛
を
明
確
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
発
情
発

見
率
や
繁
殖
成
績
の
向
上
が
図
れ
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
や
除
糞
ス
ク

レ
イ
パ
ー
も
活
用
。
そ
れ
ま
で
は
餌
押
し
が

1
日
5
回
、
除
糞
作
業
は
1
日
2
回
実
施
し
、

作
業
時
間
は
1
時
間
〜
1
時
間
30
分
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
。
導
入
後
は
作
業
時
間
が
削
減

さ
れ
、
個
体
管
理
に
あ
て
る
時
間
が
増
え
、

繁
殖
管
理
の
精
度
向
上
や
疾
病
の
早
期
発
見

が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
年
間
個
体

乳
量
は
就
農
当
時
（
05
年
）
の
6
2
0
0
㎏

か
ら
、
22
年
に
は
9
2
5
0
㎏
と
大
幅
に
ア
ッ

プ
し
た
。

　
浦
部
牧
場
で
は
25
年
の
年
間
個
体
乳
量
目

給
飼
料
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
で
購
入
飼

料
の
使
用
量
を
抑
え
ら
れ
、
コ
ス
ト
の
低
減

に
役
立
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

効
活
用
に
努
め
て
い
る
。

　
放
牧
は
5
月
中
旬
〜
10
月
下
旬
ま
で
。
搾

乳
後
の
午
前
7
時
半
頃
〜
午
後
3
時
ま
で
実

施
。
放
牧
地
は
日
ご
と
に
変
更
し
て
、
草
丈

が
短
い
う
ち
に
採
食
さ
せ
る
こ
と
で
栄
養
価

や
嗜
好
性
の
向
上
を
図
り
、
自
給
飼
料
を
最

大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

放
牧
に
よ
り
草
や
土
な
ど
や
わ
ら
か
い
地
面

に
接
す
る
時
間
が
長
く
、
横
臥
も
自
由
に
で

き
る
環
境
の
た
め
、
蹄
の
負
担
軽
減
や
血
流

量
の
増
加
に
寄
与
し
、
蹄
病
の
低
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。
放
牧
の
実
践
に
加
え
て
牛

舎
内
の
環
境
向
上
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、

2
0
2
1
年
12
月
時
点
の
平
均
産
次
数
は
2
・

9
産
と
全
道
平
均
（
2
.
4
産
）
よ
り
高
い
数

字
を
実
現
。
5
産
以
上
の
割
合
も
19
％
と
全

道
平
均
（
10
%
）
よ
り
高
く
、
長
命
連
産
の

牛
群
と
な
っ
て
い
る
。

　
配
合
飼
料
な
ど
購
入
飼
料
費
が
高
騰
す
る

中
、
粗
飼
料
は
全
量
自
家
産
で
、
飼
料
費
を

低
減
。
濃
厚
飼
料
は
ホ
ク
レ
ン
の
配
合
飼
料

と
道
産
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
な
ど
を
購
入
し
て
、Ｔ

Ｍ
Ｒ（
完
全
混
合
飼
料
）
と
し
て
牛
に
与
え
て

い
る
。
J
A
や
ホ
ク
レ
ン
担
当
者
と
と
も
に

牛
群
観
察
を
行
い
、
給
与
頭
数
に
見
合
っ
た

採
食
量
に
な
っ
て
い
る
か
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
個
体
乳
量
や
乳
成
分
を
確
認
し
て
設
計

内
容
を
調
整
し
て
い
る
。
雄
一
さ
ん
は
「
自

11

木
造
搾
乳
舎
で
牛
も
快
適

哺
育
牛
用
に
換
気
装
置
導
入

作
業
の
外
部
委
託
で
ゆ
と
り
創
出
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
も
活
用

 

年
間
個
体
乳
量
1
万
㎏
が
目
標

〝
明
け
な
い
夜
は
な
い
〞と
奮
闘

標
を
1
万
㎏
に
し
て
い
る
。
重
点
と
し
て
い

る
の
が
①
放
牧
酪
農
の
継
続
（
牛
の
健
康
増

進
・
長
命
連
産
の
実
現
な
ど
）②
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
の
重
視
（
快
適
性
に
配
慮
し
た
家

畜
の
飼
養
管
理
）
だ
。
こ
の
2
点
を
飼
養
管

理
の
基
本
と
し
て
初
産
牛
の
能
力
向
上
を
図

る
。

　
雄
一
さ
ん
は
昨
年
開
催
さ
れ
た
第
40
回
全

農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。
そ
の
際
「
現
在
の
北
海
道
の
酪
農

情
勢
は
、
生
乳
出
荷
抑
制
を
は
じ
め
、
配
合

飼
料
や
肥
料
等
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
個
体

販
売
価
格
の
下
落
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
る
」
と
現
状
を
分
析
。
し
か

し
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
情

勢
で
も
牛
を
健
康
に
飼
う
と
い
う
酪
農
の
本

質
は
変
わ
ら
な
い
。
放
牧
を
中
心
と
し
た
牛

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
一
番
に
考
え
た
長
命

連
産
の
経
営
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

10
年
後
も
自
然
と
と
も
に
環
境
に
配
慮
し
た

持
続
可
能
な
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
か
っ
て

家
族
や
地
域
の
仲
間
、Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
な

ど
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

る
と
思
う
」
と
発
表
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は

揺
る
が
ず
、
家
族
と
も
共
有
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
酪
農
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
、
家

族
や
仲
間
と
と
も
に
日
々
挑
戦
を
続
け
て
い

く
覚
悟
だ
。

搾乳牛舎内観（フリーストール牛舎）

祖
父
が
入
植
、開
拓
し
、

父
が
発
展
さ
せ
て
き
た

あ 

ぐ 

り 

じ
ゅ
く

牛舎と夕暮れ ホワイトボードで情報共有 乾乳舎での牛たちの様子

〝明けない夜はない〟〝明けない夜はない〟
どんな情勢でも、牛を健康に飼う
酪農の本質を追求したい
どんな情勢でも、牛を健康に飼う
酪農の本質を追求したい

陽
圧
換
気
装
置
を
導
入
し
、

快
適
に
過
ご
す
子
牛

搾乳牛舎外観
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